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　全日本学生選手権は、種

目別で学生ナンバー１を決

める大会。男子は個人種目

１とペア種目１の合計2種目

まで、女子はポイントレース

を含めた３種目までのエント

リーしかできない。	

　梶原さん（筑波大学）はイ

ンディヴィジュアル・パー

シュート、ポイントレース、タ

イムトライアルの3種目、今

村さん（中央大学）はイン

ディヴィジュアル・パー

シュートとマディソンの2種目

にエントリーだ。	

トラックの種目別“学生日本一”へ！	

インディヴィジュアル・パーシュート（個人追抜）　女子3km　男子4km	
楕円形の競技場のホーム・ストレッチと、反対側のバック・ストレッチから相対する２名の選手が合図ととも
にスタートし、お互い前にいる選手（対戦相手）を力の限りを尽くして追い抜くレース。追いつかない場合は、

所定の距離を完走し、その完走タイムで勝敗が決まる	

インディヴィジュアル・パーシュートの	
スタート、左が梶原さん、右が今村さん	



梶原悠未さん	

　梶原さんは大学生になっ

たばかりの昨年も同じ種目

にエントリーして、3種目とも

優勝している。	

　決勝が行われた7月2日は、

8時10分の500mタイムトライ

アルからスタート。最終11組

めに梶原さんが登場だ。　

250mのトラックを2周する

レース、１周しての計測タイ

ムは優勝できるタイム。かな

り速い！が、同組の岡本選

手が0.15秒ほど速かった。

梶原さんは大会記録も更新

したが惜しくも2位となった。	

　ポイントレースでの梶原さ

んは圧巻だった。10周ごと

の時点での順位で得点が与

えられるのだが、それまでは

集団の中で風を避けながら

後ろで走っていた梶原さん

が、得点ポイントを知らせる

鐘が鳴ると一気に加速して

先頭に立ち、1位５点を連続

取得。他の選手を寄せ付け

ず、余裕を見せての優勝

だった。	

　3種目めのインディヴィジュ

アル・パーシュートは、前日

の予選で1位通過していたた

め、この日は優勝決定戦に

出場。トラックを1周、２周と

重ねるにつれて相手選手に

詰め寄り、3kmを先にゴール

したのは梶原さん。優勝お

めでとうございます！	

	

2種目で２連覇！	
500mタイムトライアルは2位、でも記録更新！	

タイム・トライアル　女子500m	
楕円形の競技場の相対する側から２名の選手が合図とともにスター
ト。タイムを計測し、総合順位が決定	

ポイント・レース　女子15km	
複数選手によって競う。成績は
レース中に設けられているポイン

ト周回で与えられる得点の合計
で決められる。（1位通過＝5点、

2位通過＝3点、3位通過＝2点、4
位通過＝1点）その他、周回UPし
た選手には20点が与えられる。

得点合計が同じ場合、ゴール時
の着順で優劣をつける	



自転車競技の優勝者に
は、チャンピオンジャー
ジが贈られる。ぴったり

です！	

梶原悠未さん	

この大会で2種目優勝、自己ベストも更新
できて自信に繋がりました。11月のワール
ドカップシーズンに向け努力を積み重ねて、
世界でもメダルが取れる選手になります！	

昨年優勝した記録を上回り、自己ベストでも
あったタイムトライアル。優勝をさらわれたが	
「インカレでは勝ちますから」と梶原さんは不敵

な笑顔でした	



梶原悠未さん	



今村駿介さん	

　前日のインディヴィジュア

ル・パーシュート予選で4位

だった今村さんは、決勝日

の2日に3・4位決定戦に臨ん

だ。男子は4kmの距離、楕

円の反対側からスタートした

相手を追いかけるようにス

ピードを上げていく。途中の

周回まで相手選手と互角

だったが、だんだん今村さん

が遅れてしまう・・・。結果は

4位となった。	

　続いて中央大学ペアで出

場したマディソンは、序盤ポ

イントを重ねたが周回遅れ

のためかフィニッシュできな

い結果となった。	

　この大会まで海外含め大

会が続き疲れが取れていな

いと聞いていたが、学生で

のタイトルが取れなかったこ

とは本人も悔しかったにちが

いない・・・。	

	

インディヴィジュアル・パーシュート4位、マディソンはDNF。	
悔しい結果を、次への糧に！　	

マディソン 男子25km	
マディソン・スクエア・ガーデンで人
気だったことでこの名がついたとの

こと。ポイント・レースを２人１組で
交代しながら行う。走路を上段と下

段に分割して、下段はレースを展
開しているエリア、上段は休憩のた
めのエリアとし、スピードを落とさな

いように交代しながら得点やラップ
を重ねていく	

インディヴィジュアル・	
パーシュート（個人追抜）　	
男子4km	



今村駿介さん	

大会が続いて練習の時間がうまく取れ
なくて、というのも言い訳になるので・・・。
本当はすごく落ち込んでいますが、笑顔
で乗り切ることにしました。これからも大
会が続くので、頑張ります！	

気持ちの強さを見せてくれました。	
応援しています！	



赤い中央大学のユニフォームが今村さん。出場選手が多いこの
レースで、今村さんが集団を一気に追い抜いた見せ場もあった	

今村駿介さん	


